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資料展 期間：10 月 18 日（金）～11 月 20 日（水） 
場所：ひきふね図書館 ２階プロジェクトコーナー 

講師：奥田敦子氏（公益財団法人墨田区文化振興財団 北斎事業課 学芸員） 
日時：10 月 20 日（日）午後２時から 
場所：ひきふね図書館５階会議室 
定員：先着 50 名（電話にて事前申し込み） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

    図 書 館 電 話 案 内 サ ー ビ ス     Ｔ Ｅ Ｌ  ：  ３ ６ １ ２ － ６ ０ ４ ８   

  http://www.library.sumida.tokyo.jp 

NNeewwss   

墨田区立図書館ウェブサイト 

 

すみだ文化講座 1６３ 

「世界の 100 人に選ばれた絵師・北斎とすみだ」 

江戸時代に活躍した浮世絵師・葛飾北斎は、本所割下水界隈に生まれ、９０年に及ぶ

生涯のほとんどをすみだで過ごし、数多くの作品を描いた、すみだゆかりの偉人です。 

世界的な評価も高く、アメリカの雑誌『ライフ』の企画「この 1000 年で最も重要な功

績を残した世界の人物 100 人」で、日本人として唯一選ばれています。 

ひきふね図書館では、10 月 20 日（日）に開催するすみだ文化講座「世界の 100 人

に選ばれた絵師・北斎とすみだ」に関連して、２階プロジェクトコーナーにて、10 月

18 日（金）から資料展をおこないます。北斎の作品等のパネルや、関連する資料を展

示します。ぜひご覧ください。 

冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏 北斎肖像 

☆申し込み方法☆ 
10 月１日（火）～受け付けます。 
ひきふね図書館 電話：03－5655－2350 
迄お申し込みください。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

館名 今月の特集コーナー 

ひきふね図書館 

一般書：「渋沢 孝輔 詩の世界」 

ティーンズサービス〔T.S〕：「もうひとつの図書館物語」 

児童書：「どうぶつがいっぱい」 

一般書：「オリンピック・パラリンピック」 

ティーンズサービス〔T.S〕：「明日へ！輝けアスリート」 緑図書館 

児童書：「しぜんが いっぱい」 

一般書：「食べ物祭！」 
立花図書館 

児童書：「絵をかいてみよう！みてみよう！」 えほんのひろば：「こびとのおはなし」 

一般書：「ニッポン だいすき！」 「夜」 
八広図書館 

児童書：「のりもの」 

一般書：「葛飾北斎と富士山」 東駒形コミュニティ 

会館図書室 児童書：「もうすぐハロウィン こわいはなし」 「おいしくもぐもぐ」 

一般書：「エッセイのエッセンス」「日本の伝統芸能」 梅若橋コミュニティ 

会館図書室 児童書：「Ｈａｐｐｙ Ｈａｌｌｏｗｅｅｎ！」 

一般書：「□いアタマを○くする。～数・図形を知る本・遊ぶ本～」 横川コミュニティ

会館図書室 児童書：「あきのえほん みぃつけた」 

 

テーマいろいろ 楽しみ方いろいろ 

 

 

９月５日（木）、６日（金）に各１回完結で読

み聞かせボランティア講座（初級）を開催しま

した。それぞれ 30 名定員で募集したところ、

定員を上回る応募があり、多くの方が参加しま

した。 

全国で活躍されている JIPC 読書アドバイザ

ーの児玉ひろ美氏を講師にお招きし、小学校な

どで読み聞かせを始められた方、基本を学びた

い方を対象に「はじめの一歩」と題して行われ

ました。本の持ち方見せ方・学年にあった本の

選び方等を中心に、実演も交えた講義はわかり

やすく好評でした。皆さん熱心にメモをとられ、

講座終了後にも講師の方を囲んで質問されてい

ました。 

受講生の皆さん、今回の講座を活かして今後

も活躍してください。 



パートナーズ情報 

その１ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

墨田区立ひきふね図書館主催 墨田区ひきふね図書館パートナーズ企画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆日 時：２０１３年１０月１１日（金）午後７時～８時３０分 

◆会 場：ひきふね図書館 こどもとしょしつ 

◆費 用：無料 

◆定 員：先着１２名（図書館カウンター、電話で申込み） 

◆対 象：高校生以上の方（区内在住・在勤・在学） 

◆持ち物：お気に入りの絵本１、２冊（自前、または図書館の本） 

◆申込み：９月１３日（金）より受け付けます。 

      ※ひきふね図書館カウンターへ申込書を持参、 

又は電話：03-5655-2350 迄お申込み下さい。 

 

【企画・実施】墨田区ひきふね図書館パートナーズ 

―――――――――――――― 申込書（切り取り線） ――――――――――――― 

夜の絵本の読書会 に申し込みます。 

 

申込日：平成 25 年   月    日 

 

お名前：              連絡先電話                   

 

ご住所：                                    

 

お問合せ：ひきふね図書館 03-5655-2350 

 

 

墨田区ひきふね図書館パートナーズとは？ 

図書館で開く講演会等のイベントを図書館と協働で企画、実施する区民ボランティアです。 

夜のこどもとしょしつで、リラックスしながら大好きな絵本を持ち寄

っておしゃべりしませんか。子どものころからの宝物、大人になって

から出会った本など、自由に選んで紹介し合う、大人のための読書会

です。 

 

まだ定員に空き

がございます。

（定員になり次

第受付終了） 



パートナーズ情報 

その２ 

 
墨田区ふきふね図書館コンサートシリーズ（５） 

 

秋の、土曜午後のひとときを美しい音楽でリフレッシュしませんか？ 

吉田みちこハープコンサート 
 

◆日 時：２０１３年１０月１９日（土）午後２時～ 

◆会 場：ひきふね図書館 ５階会議室 

◆出演者：吉田みちこ 

◆入場料：無料 

◆対 象：小学生以上の方 

◆定 員：先着５０名（図書館カウンター、電話、faxで申込み） 

◆申込み：９月１５日（日）より受け付けます。 

※ひきふね図書館カウンターへ申込書を持参、 

又は電話：03-5655-2350 fax:03-5655-2351迄お申込み下さい。 

 

<プログラム> 

♪アヴェ・マリア…シューベルト  ♪私を泣かせてください…ヘンデル 

♪さくらさくら変奏曲…日本古謡／モルナール 

♪となりのトトロ…久石譲     ♪ひき潮…マックスウェル ほか 

 

 

<プロフィール> 

東京都墨田区八広生まれ。10 歳よりハープをはじめ、上野学園音楽大学附属中高を経て、上野学園音楽大

学音楽学部卒業。ウィーンコンセルヴァトアールマスタークラス修了。大学代表に選ばれ、皇居内桃華楽堂演

奏会に出演、皇族方よりお言葉を頂く。 

現在、銀座十字屋ハープサロン講師。オーケストラ、室内楽等の演奏活動のほか、若手の育成指導、吹奏楽

のトレーナーとしても活躍中。』 

 

                      【企画・実施】墨田区ひきふね図書館パートナーズ 

―――――――――――――― 申込書（切り取り線） ――――――――――――― 

 

ひきふね図書館コンサートシリーズ（５） 

吉田みちこハープコンサート に申し込みます。 

  

申込日：平成 25 年  月  日  申込み人数（１人 ・ ２人）いずれかに○  

 

お名前：              連絡先電話                   

 

                                                           

                                                           お問合せ：ひきふね図書館 03-5655-2350 

 
 
 

まだ定員に空きがご

ざいます。（定員にな

り次第受付終了） 



パートナーズ情報 

その３ 
 図書館へ映画を観に行こう‼ ♪   ♪ 

 １１月上映会「バルトの楽園」 
ベートーベン作曲「交響曲第九番・歓喜の歌」を
日本で初めて演奏された地で国境を越えた真実
の友情と奇跡的な実話を基に作られた映画です。 ♪ 

監督 出目昌伸    ♪ 
脚本 古田 求 

出演 松平 健(松江豊寿)    ♪         
    阿部 寛(伊東光康) 

    ブルーノ･ガンツ(ﾁﾝﾀｵ総監) 

オリバー･ブーツ(収容所パン職人)       ♪ 

 

ストーリー … 1917 年徳島県鳴門市坂東俘虜収容所を  

舞台に軍人でありながら生きる自由と平等を貫き通した  

収容所の所長松江の指導で収容所のドイツ人捕虜達は収容 

所員や住民と文化や技術交流を行い、やがて終戦となり解放 
されたドイツ人達は感謝を込め日本で初めてﾍﾞｰﾄｰﾍﾞﾝ作曲    

「交響曲第九番・歓喜の歌」演奏会が開催された。                  

エンディングでは｢国技館すみだ第九を歌う会｣団員の合唱 

風景がスクリーンに登場します。 

ブックトーク … ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰ野口正敏氏が語る『映画の魅力』 

 

 

 

 

 
 
 
 

主催：墨田区立ひきふね図書館 企画：墨田区ひきふね図書館パートナーズ 協力：シナノ企画 

 

日 時 平成２５年１１月２４日（日） 

１３時３０分～１７時（１３時より開場となります。）                   

会 場 墨田区立ひきふね図書館 ５階会議室      

申 込 １０月１日（火）～受付開始 

ひきふね図書館１１月上映会受付宛持参又は電話又はＦＡＸで

申込下さい。☎５６５５－２３５０ FAX５６５５－２３５１ 

(申込書は各図書館にあります。) 

定 員 先着５０名 入場無料 小学生以上（１０歳以下は保護者同伴） 

(上映会は長時間となりますので、あらかじめご承知のうえお申込下さい。) 
 



パートナーズ情報 

その４ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



り
、
菊
の
や
と
号
し
て
会
席
料
理
屋
を
渡
世
と
し
て
繁
盛
し

て
い
る
と
、
批
判
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
初
め
の
頃
の
様
子

と
は
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
る
事
を
述
べ
て
い
ま
す
。
十
方
庵
が

訪
れ
た
頃
よ
り
十
四
年
も
経
っ
て
い
る
頃
の
こ
と
で
す
。 

 

県
立
浦
和
図
書
館
に
行
っ
た
折
、
偶
然
に
も
『
越
谷
の
歴

物
語
（
第
二
集
）』
と
い
う
図
書
に
目
が
と
ま
り
ま
し
た
。
中

に
菊
の
隠
居
に
つ
い
て
の
一
文
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
菊
の
隠
居
は
、
瓦
曽
根
村
（
※
注
）

の
中
村
彦
左
衛
門
重
梁
の
こ
と
で
、
代
々
瓦
曽
根
村
の
世
襲

名
主
の
家
柄
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
中
村
家
は
明
和

八
年
（
一
七
七
一
）
に
、
将
軍
家
に
納
め
る
御
膳
細
糯
（
越

谷
特
産
の
太
郎
兵
衛
も
ち
の
事
）
御
用
取
扱
人
に
任
ぜ
ら
れ
、

天
明
四
年(

一
七
八
四)

に
は
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
る
家
格
を

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
永
五
年(

一
七
七
六)

の
越
谷
宿
の
大

火
や
天
明
三
年(

一
七
八
三)

の
浅
間
山
噴
火
と
冷
害
に
よ
る

大
凶
作
の
時
に
は
、
大
量
の
米
穀
を
放
出
し
て
窮
民
の
救
済

に
努
め
、
人
々
の
信
望
は
厚
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

重
梁
が
隠
居
し
た
の
は
寛
政
八
年(

一
七
九
六)

で
、
自
休
と

称
し
て
寺
島
に
移
り
住
み
、
文
化
四
年(

一
八
〇
七)

十
一
月
享

年
八
十
歳
で
没
し
、
瓦
曽
根
村
照
蓮
院
に
葬
ら
れ
て
い
ま
す
。

墓
碑
銘
に
は
「
退
去
葛
西
寺
島
村
（
中
略
）
常
陸
府
中
候
聞

君
高
節
、
屢
訪
其
家
」
と
あ
り
、
水
戸
藩
主
も
訪
れ
て
い
た

ら
し
い
。
越
谷
市
の
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
鳥
文
斉
栄
之
画

「
瓦
曽
根
溜
井
の
図
」
は
、
こ
の
菊
の
隠
居
重
梁
の
縁
に
よ

る
も
の
だ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

『
十
方
庵
遊
歴
雑
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
文
化
十
三
年
に
は

す
で
に
重
梁
は
亡
く
、
代
が
わ
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
菊
塢
が
『
墨
水
遊
覧
誌
』
を
刊
行
す
る
文
政
十
一
年
頃

に
は
、
す
で
に
三
代
目
甚
平
が
菊
の
隠
居
と
な
っ
て
お
り
、

菊
塢
は
、
た
だ
菊
を
愛
し
た
人
で
あ
っ
た
と
い
う
瓦
曽
根
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
化
文
政
期
に
向
島
の
三
隠
居
と
い
わ
れ
た
の
は
、
梅
の
隠

居
、
松
の
隠
居
、
菊
の
隠
居
で
す
が
、
松
の
隠
居
に
続
い
て
今

回
は
菊
の
隠
居
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

『
十
方
庵
遊
歴
雑
記
』（
江
戸
叢
書
巻
五
）
に
は
、「
今
最
中

家
を
普
請
し
庭
を
作
れ
る
者
は
、
今
年
乙
亥
（
筆
者
注
：
文
化

十
二
年
）
の
季
秋
よ
り
菊
花
に
名
を
高
う
し
菊
隠
居
と
取
は
や

さ
れ
ん
用
意
と
や
、
類
を
も
っ
て
こ
こ
に
集
ま
り
そ
の
名
を
売

り
て
一
家
を
な
し
、
世
上
に
ほ
め
ら
れ
ん
が
た
め
な
り
、
嗚
呼

名
利
の
人
慾
今
に
は
じ
め
ぬ
事
に
ぞ
」
と
、
ま
あ
風
雅
の
人
と

い
う
よ
り
は
、
名
を
売
り
た
い
人
物
と
厳
し
い
ご
意
見
で
は
あ

る
。
こ
の
著
者
十
方
庵
と
は
、
名
を
釈
敬
順
と
い
い
、
小
石
川

小
日
向
に
あ
る
本
法
寺
の
隠
居
で
す
が
、
本
所
の
総
鎮
守
で
あ

る
牛
島
神
社
で
産
湯
を
使
い
、
本
所
割
下
水
辺
り
で
育
っ
た
生

粋
の
本
所
ッ
子
な
の
で
す
。
本
所
向
島
は
故
郷
の
よ
う
に
思
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
観
光
名
所
と
し
て
変
わ
り
ゆ
く
様

を
、
あ
ま
り
快
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

菊
の
隠
居
に
つ
い
て
は
、
梅
の
隠
居
こ
と
佐
原
菊
塢
も
文
政

十
一
年
刊
の
『
墨
水
遊
覧
誌
』(

江
戸
叢
書
巻
一)

で
紹
介
し
て

い
ま
す
。
「
菊
の
隠
居
、
三
代
目
植
木
屋
甚
平
。
こ
の
菊
の
隠

居
は
文
化
ご
ろ
川
原
そ
ね
の
何
が
し
、
こ
の
寺
島
村
へ
隠
居
し

て
菊
を
つ
く
り
た
の
し
み
て
云
く
、
陶
淵
明
独
愛
レ

菊
。
周
茂

叔
の
云
く
、
菊
は
花
の
隠
逸
な
る
も
の
」
と
あ
り
ま
す
。
陶
淵

明
の
よ
う
に
独
り
菊
を
愛
し
、
蓮
を
愛
し
た
事
で
有
名
な
周
茂

叔
が
言
う
よ
う
に
、
菊
は
花
の
隠
者
の
よ
う
で
あ
る
、
と
語
っ

た
と
言
う
の
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
で
は
、
花
壇
は
錦

を
飾
る
が
ご
と
く
珍
花
を
植
え
，
名
木
奇
石
を
も
っ
て
庭
を
造

身
の
菊
の
隠
居
を
懐
か
し
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。
重
梁
に

は
妻
と
の
間
に
二
男
三
女
の
子
供
が
あ
り
、
次
男
幸
次
郎
は

浅
草
福
富
町
の
豪
商
池
田
屋
の
養
子
と
な
っ
て
家
業
に
専
心

し
、
幕
府
に
毎
年
五
十
両
を
献
金
す
る
よ
う
な
事
も
し
た
と

い
い
ま
す
。
菊
の
隠
居
を
子
息
が
継
い
だ
か
、
別
人
で
あ
っ

た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
三
代
目
甚
平
の
頃
に
は
、
さ
ら

に
奇
石
や
燈
籠
を
配
し
て
菊
の
屋
と
い
う
料
亭
を
立
ち
上
げ

る
ほ
ど
、
な
か
な
か
の
商
才
を
見
せ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

菊
の
隠
居
の
場
所
は
鍬
形
蕙
斎
の
「
隅
田
川
楳
屋
図
」
や
百

花
園
刊
の
「
武
蔵
国
隅
田
川
名
所
絵
図
」
か
ら
位
置
を
み
る

と
、
精
進
料
理
の
割
烹
「
雲
水
」
の
寮
が
あ
っ
た
と
い
う
露

伴
公
園
の
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。
詳
細
は
今
後
の
調
査
を
待

た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

（
真
津
志
麻
記
） 

（
※
注
）
現
・
埼
玉
県
越
谷
市
。
瓦
曽
根
村
と
は
瓦
曽
根
溜

井
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
曳
舟
川
の
水
源
と
な
っ
て
い
た
所
で

す
。 

 

左
図
は
「
隅
田
川
楳(

う
め)

屋
図
」
部
分
（
中
央
墨
堤
下
が
菊

の
隠
居
） 

し
ゅ
う
も 

し
ゅ
く 

し
げ
は
り 

ご
ぜ
ん
ほ
そ
も
ち 



●ひきふね図書館 

京島１－３６－５ 
電話：5655-2350 

●緑図書館 

緑２－２４－５ 
電話：3631-46２１ 

●立花図書館 

立花６－８－1－101 
電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5－10－1－104 

電話：3616-0846 

●東駒形コミュニティ 
会館図書室 

東駒形 4－14－1 
電話：3623-1141 

●梅若橋コミュニティ

会館図書室 
堤通２－９－１ 
電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 

会館図書室 
横川５－９－１ 
電話：5608-4500 

 

ひきふね図書館 月曜日～土曜日・・・・・・9：00～2１：00 
        ※こどもとしょしつは 18：００までです 

        日曜日・祝日・・・・・・・9：00～17：00 

その他図書館  火曜日～土曜日・・・・・・9：00～20：00 

日曜日・月曜日・祝日・・・9：00～17：00 
※コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。 

 

館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始、特別整理期間 
※コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

【 開 館 時 間 】  

【休  館  日】 

●すみだ女性センター 
 
押上２－12－7－111 
電話：5608-1771 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 4 5 
    緑「小さい子どもの

た め の お は な し

会」10：30～ 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

ひ「おはなしのじか

ん」1１：00～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

東「おはなしのも

り」15：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

6 7 8 9 10 11 12 

東・梅・横 
 

コミュニティ 
 

図書室休館 

 

 

 八「おひざでえほ

ん」11：00～ 

 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

ひ「おはなしのじか

ん」1５：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

13 体育の日 14 15 16 17 18 19 
  東「おはなしれっし

ゃ」10：30～ 

緑「おはなしのへ

や」15：15～ 

館内整理日 
 

全館休館 
 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

 14：00～ 

ひ「おはなしのじか

ん」1５：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

20 21 22 23 24 25 26 
★ひ「すみだ文化講

座」14：00～ 

 ひ「おひざでえほ

ん」10：30～ 

  横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしひろ

ば」10：30～ 

立「おはなし会」 

 14：00～ 

ひ「おはなしのじか

ん」1５：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

27 28 29 30 31   
       

 


